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1 . は じめに
こ の 研究 臥 タイ 政府機関と の共同研究で もある. 共 同研究相手先を決める目的もあり ､ ま
ず ､ タイ東北部の 農業的土地利用可龍性を評価するた め ､ その 基になるタイ 国内 の既存の 地理
情報デ ー タ ベ ー ス や研究状況を調査 した結果を述べ る｡ その後 , 作物の 消費水量から農業的土
地利用評価 を行うた めの土壌水5)･ 気象湘器の シス テ ムや貿易による広域農葉開発と衆舞の変
化の把握 ､微細地形分類を利用 した農業的土地利用推定と洪水被害予刺
- の応用などに つ い て ､
研究 の目的や今後 の展 開方向などに つ い て述 べ る｡ 研究の途中経過 で あり ､ 実測デ
ー タや解析
結果は ､ 現在 ､ 徐 々 に得られて い る段階である｡
2 . タイ 国内の地 理情報研究調査
JIR C ASの 国際共同研究･臥 現地国 - 研究機材を送り込 み ､ ある程度 の期間滞在 して行われ
る形態が - 般的なため ､ タイ国内の 地理情報 シ ス テ ム研究の 実施状況に つ い て把握する必要が
あり､ 初年度は調査 を行 っ た｡
■
国際機関で 臥 バ ン コ ク の ア ジア工科大学院 (Al T) 内に ､ 地理情報シ ス テ
ム とリモ ー トセ
ン シ ン グを中心と した日本人研究者2名を含む研究者集団と . A R C/ 訓F Oを中心と した充実
し
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た設備と , 研修生を外部 から受け入れる GIS トレ ー ニ ングプ ロ グラム が存在する｡ 同 じキャ ン
パ ス 内に ､ 国連頚境計圃 (m BP) の GISデ ー タ入力 セ ンタ ー GRIDバ ン コ クもあり ､ イ ン ド
シナ半島の 地面を中心と したデ ー タ入力作業や GIS 上級研修を実施 して い る｡ こ の ほか ､ 帯同
調査できなか っ たが ､ バ ン コ ク内の メ コ ン川 重点余事務局 (現在はカ ン ボジア に移転 した) や
国連食料農業機関 OTA O) バ ン コ ク事務所も ､ イ ン ドシナ半島
一 帯で の GISデ ー タ作成業務な
どを外部委託で行 っ てい る よう で ある｡
農学部 の ある大学関係 で は, 東北タイ の コ ン ケ ン大学農学部 ､ 科学技術学部 ､ 計穿梯セ ン タ
ー で ､ A R CJm FO､ P C･ARC nNFO､ PA M AP, S PA N S(カナダ P CI/ m A C社製) 等の GIS
ソフ トを利用 した教育研究が行われて い る｡ 北部タイ の チ ェ ン マ イ大学で柱 ､ リ モ ー トセ ン シ
ン グ研究セ ン タ ー が あり ､ A R Cn N F O､ 丑R D A S､ P C･A R Cn N F O､ ArdVie w､ Ⅱ)RISI等を瀞
え, デ ー タサ ー バ を中心に して ､ 構内L A Nで共用す る整 っ た設備があっ た .
瞳時雇用も含め職員数も多く ､ 北部地域の地形 図､ 土壌国､ 気候区分図専 の入力作業 ､ 農業立
地評価モ デル 作成と.､ 評価図出力まで ､
一 貫 した作業 を行 っ て い る.
東棟匝情報 であるが , 農菓協同組合省土地開発局の GIS デ ー タ作成プ ロ ジ ェ ク トで､ 東北タ
イ は コ ン ケン大学､ 北部タイはチ ェ ン マ イ大学 ､ 南部タイは ソ ン タラ 一 大学 ､ 中央タイ辻本庁
が ､ それぞれの地域を分担 して ､ 予算措置を行 い ､ 地形図等の デ ー タ入力を行 っ て い ると いう
青もあり た｡
年
用 し
に AR
では ､ 農業協同風合省土地開発局 (1 皿D) で ､.専門家により P C
･A R Cf N F Oを利
入力作業や地下水デ ー タの 整理が行われ て い る. 同省農業局 (I)OA) でも本庁
昏PANS を養備 し ､ 新 しい作物 ､ 果樹などa)導入条件整理 , 農
とも兼立地 などに 癖組まっ て い る｡ 土壌条件や東隣条件を葦理 して ､ 農業適
地選定評価モ デルも箭寮義軍礎轟きれている｡ しか し, 摘導的役執a)専門家が 最期開で大学に移
る ことが多
,
く ､ 体系的な仕事と してま とま っ て い ない ｡ 同省農業経済局 の下 に農業リモ ー トセ
ン ,i'ン グセ ン タ ー があり , NT ER G 且AP H を利用 した農業生産力分布図作成業務な どを成功さ
せて いて ､ 活発に活動して い る｡ タイ 園内で は ､ 既存の大帝尺地形図は､ 国軍が管理 して おり､
タイ政府内 では , それを利用でき るの で ､ 国軍が使用 して い るの と同 じ IN T E R G R AP Eが､
便利なよ.う
で ある｡
タイ では , い ろい ろな先進国が壌助や , 共同研究の形で地 理情報シ ス テ ム と リモ ー トセ ン シ
ン グの実利用を始 めて い る. また ､ タイ教府も関心をもっ て ､ 独自に整備する方向で ､ 動 いて
おり､ 自国予算で ､ 堵券整備､ GISデ ー タ ベ ー ス療築を行 い得 る経済力も人的資源 にも恵まれ
や1る｡ しかt, ､ 用 いて い るソ フ トウ エ ア は′ヾラ バ ラ であり , 現在､
■
作成済み の G 岱デ ー タ の
相互利東の 点で , 支障が出て い る｡
最終財に鳥幕閣係で 杜 ､ 先行 して い る農薬経済局の農業リ モ ー トセ ン シ ン グセ ン タ ー と同 じ
カセサ ー トキ ャ ンパ ス (カ ン ビシ ャ ン ･ カセ ッ ト) にあり ､ 連携 が取りやすく ､ J m C A Sバ ン
コ ク事務所の置かれ て い る農菓局 土壌科学部内で ､ ス タ ー トする事に した..地理情報
シ ス テ ム
構築R:必要な大麻尺地形 図 (6 万分の 1) や航空写実が､ 現地政府 の 手 で管理され､ 日本に持
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ち帰 っ て 日本国内で作業する こと が難 しい 点や , デ ー タ ベ ー ス 構築作美 の ノ ウ ハ ウを現地に沸
す必要が あるとの判断もあ る｡ しか し､ 実際には､ GISデ ー タ の 入力作業を専門に行う巣者も
タイ国内に複数存在 し､ タイで は予算措置さえあれば､ ある程度の業務 は計画的に美行でき る
段階にある｡ GISを利用 した農業立地評価などの 専門分野 の コ ンサルタ ン ト会社ほ存在 しない
ようで あるの で ､ 研究的にほ ､ 評価モ デル作成に重点を置く方向になるかと思われる｡
実際に現地 に日本か ら送付 し設置した シ ス テ ム は, パ ソ コ ン (C P Upe ntin m166 M II2;. メ モ
リ 32M B､ V R A M4M B､ 町 D2.1 G13), 補助記憶装置 (M O ドライブ 2801虻臥 PD/GD･R O M
装置 650 M B)､ 周辺機器 (A4版イ ンク ジ ェ ッ トカラ + プリ ンタ ー ､ Al版デジタイザ), 無停
電電源装置 , 変圧奉 ､ ソ フ トウ エ ア (IL W ISv er2.01 fo r windD W 8) で ある｡
3 . 畑地潅救必要度によ る土地分敵手酷
熱帯地域の畑作物や果樹に つ い て ､ 適地適作を行うた めに柱 ､ 土壌条件 ､ 地形的な条件, 水
利条件の ほか ､ 降雨や気温 ､ 日射量などの気象条件に応 じた農業的土地利用を行う必要が ある｡
そ して ､ 作物 の消費水量は ､ 潅概 の間断日数､ 1回の潅水丑 ､ 海概方法などの決定に必要で あ
る｡ 作物別潅液面積と作物の 日消費水生を乗ずると ､ 作物別用水皇が得られ る｡ これを月 ごと
に合計 して ､ 潅洗面積 で割ると､ 月別平均単位用水丑を求める ことができ､ 加地準蔽計画 臥
こ の催を基準に行われ る｡ 作物別韓蔽面積の算 出には ､ 作物別作付け面積か ら､ 各作物の生育
時期に応 じて ､ 月 ごと の 柵 対象作付け面積を求める｡
熱帯地域で は ､ 月平均気温デ ー タから, プラネイ ･ クリ ドル の 式などで計算 して , 蒸発散圭
を求めて い る蓉合が多く , 実測デ ー タ が少ない 蓉合が多い ｡ 実際の 圃場 で蒸発散貴を測定する
方法と しては ､ ライ シメ ー タ法 , 土壌水分械少法､ 熱収支法 ､ 空気力学的労汝などがある｡ ラ
イ シ メ ー クは設置が大がかりになる し､ 周辺 の気象環募と具申るの で.I･水収支が必ずしも肺場
単位の 平均的な作物蒸発散と南.じ条件 にならないなどゐ難点がある｡
-土壌水分計測 は､ 周辺 土
壌 ､ 特 に下方からの補給水量の評価が難 しい ､ 畑土壌 の乾煉状態から湿潤状態まで の広い 水分
範囲をカバ ー し, 長期 臥 安定的に測定するうまい方法がない などの 理由で敬遠されてきた ｡
しか し､ 畑地潅政計画の消費水量調査にはむ しろ, 望ま しい 両もある. 日本で は , 熱流板を研
究者が自作するなど して ､ 圃場 の熱収支を計測 し､ そ こから､ 蒸発歌量を計算する方法が良い
とされて い る｡ しか し､ こ の方法も ､ かなり広 い面積で岡 - 作物が栽薄 されて い る圃場の 風下
で珊定 しなけれぱ､ 倍額できる償が得られないとされてい る.
JTR C ASでは ､ タイ東北部 の畑作地帯にカウ ン ソ ンク ワ ン群数圃場 (コ ンケ ン市から北に約
80 kn) をもっ て い るた め ､ 畑作物の 消費水量を求める実験を行うこ とを計画設計 し､ 気象観
測 シ ス テム を現地に送り込 んだ o 最近 , 土壌の 乾換状態か ら湿潤状態までの 幅広 い水分額域を
測定でき ､ 1年間位の長期野外観測でも安定した観測デ ー タを得る方法と して ､ T D R方式土壌
水分計が利用され るようになっ た ｡ 従 っ て ､ 管理に手間がかか らず, 途上国でも畑作物の消費
水量調査に応用できるだ ろうと考えて ､土類水分減少法で シ ス テム東計 した. これ をFig.1, Fig,2
に示す｡ 今年度ま で に ､ 温度､ 日射量 ､ 相対湿度､ 雨丑､ 風向風藩の デ
ー タが取得 できた｡ (柿
木 ､ 松本による - 未発表)
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土壌水分 の特性調査
畑地水分 の消費調査
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4 . 貿易に よる広域農薬開発と環額 の変化 の 把握
タイ東北部は ､ 以前は大部分が森林に覆われて い た｡ 統計ヂt - タから, 戦後､ 特に 1960年
代後半から 1970 年代にかけて ､ 急激に森林伐採が行わ れ､ その大部分が農地に変わっ た こ と
がわか る｡ そ の面積 は､ 森林消失が6 5 0万 - クタ ー ル 余りで ､ 農地 の 増加が釣5 O O万 - ク
タ ー ル である｡ そ して ､ 開発され た農地 では ､ 水稲､ 畑作物の キャ ッ サバ ､ さとうきび､ トウ
モ ロ コ シ､ 大豆 ､ た ばこな どが栽培された｡ 特に 1970.年代にキャ ッ サバ の作付け面積が急増
して い る｡
こ の 地方の主要河川 臥 メ コ ン川支流 の チ -JH とム ー )11である｡ こ の 2河川の流域の年平均
降雨を統計デ ー タか ら見ると ､ 年によ っ てばらつ きはあるもの の ､ 減少便向にあ考｡ 2 つ ･の支
流がメ コ ン川 に注いだ下流の ウボ ン ･ ヲチャ タ ニ 付;圧の メ コ ン)lの流量変化も減少傾向にある｡
これまで に集 めた水文辞計デ ー タほ少ないた め ､ 現在 , これらの頗向を検証する追加 のデ ー タ
をメ コ ン川番兵金串務周に購入手続き中である｡
キャ ッ サバ などの 商品作物の 生産拡大の 主要因と して ､ ヨ 一 口 グ パ で キャ ッ サバ を原料とす
るでんぷん質のタ ピオカを家畜飼料と して , 大量輸入 したため､ 国際価格が上あ実っ声ことなど､
国際的な要因が考えられ るo しかもタイの 圏内政策力S. 国際条件に マ ブ チ したた め, 急激な森
林伐採が起きたと考えられる｡ 同地域柱､ 貿易が地域の 東城変化に与える良い例ではない か と
考えられる｡
森林消失が ､ 1970年代から増加 して い 亭の で ､ これ をリモ ー トセ ン シ ングデ ー タか らモ ニ タ
リ ングを欝みたとこ ろ､ デ ー タセ ッ トの養う地域で杜 ､ 明らかをこ森林面耕の瀕少カS見られた｡
(Fig.8)
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5 . 微細地形分類を利用した農業的土地利用推定と洪水被害予謝 - の 応用
水音地形分類図は ､ 河 川 こよる堆積平野 の砂凄の堆積状況から地形分類 したもの で ある｡ 日
本やア ジア の 湿潤地帯では , 過去 の洪水の状況を反映 して い るばかりで なく ､ 将来 ､ 破 乱 氾
濫の あっ た とき の洪水の 予測にも役立 つ とされ ､ 国内で は建設省国土地理院 の 土地条件囲､ 海
外 では ､ 大倉らによるチャ オプラヤ川の水害地形分類図などが作成されて い る｡
開発 途上 国の 低平地で 辻 ､ 堆積状況が, 農業利水や､ 土壌とも療接 に関連づけられると考え ら
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れ ､ 洪水時には, 氾置の様子が 予測できる｡ 大倉 ･ 春山 ･ 大矢に よれ は., 農地になっ て
い る部
分の 作付け作 目など土地利用か ら､ 徴 地形を推定して 地形図を作 ると いう｡ これらの 考え方を
逆に考えれば､ ア ジアの 低平地の洪水時に ､ 農地の農作物被育程度が推定できるの で はない か
と言う仮醗を立 てる ことができる｡
また . カナ ダの合成開口 レ ー ダ搭載衛星 R ADASA Tの SA Rデ ー タを用い て , 洪水湛水面積
を推定する研究が､ (財)日本農業土木絶食研究所に より始められ て い る｡ もちろん ､ SA Rデ
ー タ であるから､ 洪水時の雨雲の下 の状況を把撮できる し､ 入射角を変えることもできるの で ､
状況把握に適して い ると考えられる｡ R A D A Sで 衛星 のデ ー タ杜 ､ 災寧時には , リク エ ス トを
出して数日の うちにデ ー タ取得が できる の で ､ こ の SA Rデ ー タで ､ 洪水湛水域を検出し､ 水
音地形分類図などをあらか じめ解析 して作 られた農地利用図と重ねれ ば､ 洪水浸水程度や洪水
時の農作物板書額が迅速に算定で きる の で はないか と考え､ 現在 ､ そ の坂祝の 検証作業に入 っ
て い る｡
なお , 日本では農作物の洪水被事額 の算定は ､ 過去の洪水被害調査結果か ら､ 浸水被事程度
と件Fl別 の被事額の関係が調べ られてお り ､ 現地の 被事面積にそれぞれ乗 じて ､ 鍵額を算出 し
て い る｡ (農林水産省経済局統計情報部に よる)
6 . まとめ
東北タイ地域杜､
‾
京都大学東南アジア研究セ ンタ ー ( 農業生産性) も同様 の研究プ ロ ジ ェ ク
トを進行中で あり ､ 当初は 1) ンクナる計画があ っ た o しか し､ 当初の 現地 でデ
ー タ ベ ー ス 構築
を計る計画杜 ､ 諸事情の変化により見直 さ_
れた ｡ そ して ､ 現地 に滞在する作物研究者 に気象デ
ー タの収集 を依耕して ､ 畑地潅淑の必要度から農地分散する方法や ､ 日本 で地理情報 シス テ ム
を利用 した途上国向け研究閲
まり に欠ける報告
じて , 研究を深イヒさ
最後 に環境リ モ ー 車
その た め ､ 共同研究と して まと
ワ 守 恵 'j,デ ー タ の 噺 を通
ダ ム 長申乗車藩熊敏捷に柱 ､ 終始 ､ 適切な助首と励
ま しを頂 いた ｡ また , 同研究セ ン タ ー の 方々 には , い ろ い ろな面で大変お世帯になっ た｡ こ こ
に記 して酎意を表する｡
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